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(57)【要約】
ＯＦＤＭＡ制御チャネルおよびＣＤＭＡ制御チャネルに
よって逆方向リンク制御情報を通信することを容易にす
るシステムおよび方法論が記述される。専用ＯＦＤＭＡ
制御チャネル・リソースが、モバイル・デバイスに割り
当てられうる。１または複数の論理制御チャネルに関連
する制御情報が、モバイル・デバイスによって生成され
うる。さらに、逆方向リンクによって制御情報を送信す
るために、物理制御チャネル・タイプ（例えば、ＯＦＤ
ＭＡ制御チャネルまたはＣＤＭＡ制御チャネル）が選択
される。例えば、定期的な論理制御チャネルに関連する
制御情報が多重化され、（例えば、専用ＯＦＤＭＡ制御
チャネル・リソースを用いて）ＯＦＤＭＡ制御チャネル
によって送信される一方、非定期的な論理制御チャネル
に関連する制御情報が、ＣＤＭＡ制御チャネルによって
送信される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて逆方向リンクで制御情報を送信することを容易にする方法で
あって、
　逆方向リンクで通信される制御情報を生成することと、
　前記制御情報に応じて、前記制御情報を送信するための物理制御チャネル・タイプを選
択することと、
　前記選択された物理制御チャネル・タイプで前記制御情報を送信することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記物理制御チャネル・タイプは、ＯＦＤＭＡ制御チャネルまたはＣＤＭＡ制御チャネ
ルのうちの１つである請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、前記制御情報を送信する送信機に専用である請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＤＭＡ制御チャネルは、前記制御情報を送信する送信機を含む複数の送信機によ
って共有される請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御情報は、論理制御チャネルに関連するレポートである請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　予め定められた送信スケジュールにしたがって前記レポートを生成することと、
　前記論理制御チャネルを定期的に送信することと、
　前記制御情報を送信するための物理制御チャネル・タイプとしてＯＦＤＭＡ制御チャネ
ルを選択することと
をさらに備える請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　発生すると予め定められたスケジュールを失うイベントに応じて前記レポートを生成す
ることと、
　前記イベントの発生に基づいて、前記論理制御チャネルの送信をトリガすることと、
　前記制御情報を送信するための物理制御チャネル・タイプとしてＣＤＭＡ制御チャネル
を選択することと
をさらに備える請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　選択されたＯＦＤＭＡ制御チャネルで、１または複数の論理制御チャネルに関連する制
御情報を多重化することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ＯＦＤＭＡ制御チャネルで前記制御情報を送信することをさらに備え、
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、２つの異なるタイルからの２つのサブ・タイルを含む
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおいて動作する装置であって、
　逆方向リンクで送信される制御情報を生成し、前記制御情報に応じて、前記制御情報を
送信するための物理制御チャネル・タイプを選択し、前記選択された物理制御チャネル・
タイプで前記制御情報を送信するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリと
を備える装置。
【請求項１１】
　前記物理制御チャネル・タイプは、ＯＦＤＭＡ制御チャネルまたはＣＤＭＡ制御チャネ
ルのうちの１つである請求項１０に記載の装置。
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【請求項１２】
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、前記制御情報を送信する送信機に専用であり、
　前記ＣＤＭＡ制御チャネルは、前記制御情報を送信する送信機を含む複数の送信機によ
って共有される請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記制御情報は、論理制御チャネルに関連するレポートである請求項１０に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、予め定められた送信スケジュールにしたが
って前記レポートを生成し、前記論理制御チャネルを定期的に送信し、前記制御情報を送
信するための物理制御チャネル・タイプとしてＯＦＤＭＡ制御チャネルを選択するように
構成された請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、予め定められていないスケジュールにした
がって発生するイベントに応じて前記レポートを生成し、前記イベントの発生に基づいて
、前記論理制御チャネルの送信をトリガし、前記制御情報のための物理制御チャネル・タ
イプとしてＣＤＭＡ制御チャネルを選択するように構成された請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、選択されたＯＦＤＭＡ制御チャネルで、１
または複数の論理制御チャネルに関連する制御情報を多重化するように構成された請求項
１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、ＯＦＤＭＡ制御チャネルで前記制御情報を
送信するように構成され、
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、２つの異なるタイルからの２つのサブ・タイルを含む
請求項１０に記載の装置。
【請求項１８】
　無線通信環境において逆方向リンクで制御情報を通信することを可能にする無線通信装
置であって、
　逆方向リンク論理制御チャネルに関連する制御メッセージを生成する手段と、
　前記制御メッセージに応じて、前記制御メッセージを送信するための物理制御チャネル
・タイプを選択する手段と、
　前記選択された物理制御チャネル・タイプで前記制御メッセージを送信する手段と
を備える無線通信装置。
【請求項１９】
　前記物理制御チャネル・タイプは、ＯＦＤＭＡ制御チャネルまたはＣＤＭＡ制御チャネ
ルのうちの１つである請求項１８に記載の無線通信装置。
【請求項２０】
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルが専用とされ、前記ＣＤＭＡ制御チャネルが共有される請
求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　前記制御メッセージを送信するための物理制御チャネル・タイプとしてＯＦＤＭＡ制御
チャネルを選択する手段をさらに備え、
　前記制御メッセージは、定期的な逆方向リンク論理制御チャネルに関連している請求項
１８に記載の無線通信装置。
【請求項２２】
　前記制御メッセージを送信するための物理制御チャネル・タイプとしてＣＤＭＡ制御チ
ャネルを選択する手段をさらに備え、
　前記制御メッセージは、イベント・ドリブンな逆方向リンク論理制御チャネルに関連付
けられている請求項１８に記載の無線通信装置。
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【請求項２３】
　選択されたＯＦＤＭＡ制御チャネルで、１または複数の逆方向リンク論理制御チャネル
に関連する制御情報を多重化する手段をさらに備える請求項１８に記載の無線通信装置。
【請求項２４】
　ＯＦＤＭＡ制御チャネルで前記制御情報を送信する手段をさらに備え、
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、２つの異なるタイルからの２つのサブ・タイルを含み
、
　前記２つのサブ・タイルのおのおのが、（Ｎ個のサブキャリア）×（Ｍ個のＯＦＤＭシ
ンボル）を含む請求項１８に記載の無線通信装置。
【請求項２５】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、逆方向リンク論理制御チャネルに関する制御
メッセージを生成させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、前記制御メッセージに応じて、前記制御
メッセージを送信するための物理制御チャネル・タイプを選択させるコードと
を備えるコンピュータ読取可能媒体を備えており、
　前記物理制御チャネル・タイプは、ＯＦＤＭＡ制御チャネルまたはＣＤＭＡ制御チャネ
ルのうちの１つであり、
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、前記少なくとも１つのコンピュータに対して
、前記選択された物理制御チャネル・タイプによって前記制御メッセージを送信させるコ
ードを備えるコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２６】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、前記制御メッセージを送信するための物
理制御チャネル・タイプとして前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルを選択させるコードを備え、
　前記制御メッセージは、定期的な逆方向リンク論理制御チャネルに関連している請求項
２５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２７】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、前記制御メッセージを送信するための物
理制御チャネル・タイプとして前記ＣＤＭＡ制御チャネルを選択させるコードを備え、
　前記制御メッセージは、イベント・ドリブンな逆方向リンク論理制御チャネルに関連し
ている請求項２５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２８】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、選択されたＯＦＤＭＡ制御チャネルで、
１または複数の逆方向リンク論理制御チャネルに関連する制御情報を多重化させるコード
を備える請求項２５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２９】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、ＯＦＤＭＡ制御チャネルで前記制御メッ
セージを送信させるコードを備え、
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、２つの異なるタイルからの２つのサブ・タイルを含み
、
　前記２つのサブ・タイルのおのおのは、対応する異なるタイルからのリソースのうちの
１／４を含む請求項２５に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項３０】
　逆方向リンク制御チャネルで制御データを取得することを容易にする方法であって、
　１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルを通信するために、ＯＦＤＭＡ
リソースをモバイル・デバイスへ割り当てることと、
　前記割り当てられたＯＦＤＭＡリソースで前記モバイル・デバイスが前記１または複数
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の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルを送るための、最低平均レートを規定すること
と、
　前記１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルのうちの少なくともサブセ
ットを含む多重化データを、前記割り当てられたＯＦＤＭＡリソースで受信することと
を備える方法。
【請求項３１】
　非定期的な逆方向リンク論理制御チャネルをＣＤＭＡ制御チャネルで受信することをさ
らに備える請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ＯＦＤＭＡリソースを割り当てることはさらに、インタレース内のセグメントＩＤ
、インタレース・インデクス、周期、またはフェーズのうちの１または複数に関連する情
報を特定する割当を送信することを備える請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記モバイル・デバイスに関連するＯＦＤＭＡリソースの割当を解除することをさらに
備える請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ＯＦＤＭＡリソースは、逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル（Ｒ－ＯＤＣＣＨ）
セグメントを含む請求項３０に記載の方法。
【請求項３５】
　逆方向リンク・データ・チャネル（Ｒ－ＤＣＨ）リソースをパンクチャするＲ－ＯＤＣ
ＣＨをさらに備える請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　基地局毎にＲ－ＯＤＣＣＨに特定の粒度を割り当てることと、
　割り当てられたリソース量をオーバヘッド・チャネルによってシグナリングすることと
をさらに備える請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　Ｌ３シグナリングに基づいてＲ－ＯＤＣＣＨセグメントを割り当てることを備える請求
項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　最低平均レートを規定することはさらに、
　前記最低平均レートによって、個々の論理制御チャネルのレートを制御することと、
　別の論理制御チャネルの多重化を決定し、ヘッダによってレポート構成を示すことを、
前記モバイル・デバイスに許可することと
を備える請求項３０に記載の方法。
【請求項３９】
　無線通信システムにおいて動作する装置であって、
　１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルとともに用いるために、ＯＦＤ
ＭＡ制御チャネル・リソースをモバイル・デバイスへ割り当て、前記１または複数の定期
的な逆方向リンク論理制御チャネルに関連するレポートを前記モバイル・デバイスが通信
するための最低平均レートを規定し、前記１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御
チャネルのうちの少なくともサブセットに関連するレポートを含む多重化データを、前記
割り当てられたＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースで取得するように構成された少なくと
も１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリと
を備える装置。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、イベント・ドリブンな逆方向リンク論理制
御チャネルに対応するレポートを、ＣＤＭＡ制御チャネルで取得するように構成された請
求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
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　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　インタレース内のセグメントＩＤ、インタレース・インデクス、周期、またはフェーズ
のうちの少なくとも１つに関連する情報を含む、ＯＤＦＭＡ制御チャネルに関連する割当
を送信するように構成された請求項３９に記載の装置。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記ＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースを
割当解除するように構成された請求項３９に記載の装置。
【請求項４３】
　前記ＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースは、逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル（Ｒ
－ＯＤＣＣＨ）セグメントを含む請求項３９に記載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、逆方向リンク・データ・チャネル（Ｒ－Ｄ
ＣＨ）リソースをパンクチャするように構成された請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、基地局毎にＲ－ＯＤＣＣＨに特定の粒度を
割り当て、割り当てられたリソース量をオーバヘッド・チャネルによってシグナリングす
るように構成された請求項４３に記載の装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、Ｌ３シグナリングに基づいてＲ－ＯＤＣＣ
Ｈセグメントを割り当てるように構成された請求項４３に記載の装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記最低平均レートによって、個々の論理
制御チャネルのレートを制御するように構成され、もって、別の論理制御チャネルの多重
化を決定し、ヘッダによってレポート構成を示すことを前記モバイル・デバイスに許可す
るようにした請求項３９に記載の装置。
【請求項４８】
　無線通信環境において逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースを割り当てるこ
とを可能にする無線通信装置であって、
　専用リソースをモバイル・デバイスへ割り当てる手段と、
　１または複数の逆方向リンク論理制御チャネルに関連する制御情報をレポートするため
の最低平均レートを規定する手段と、
　前記１または複数の逆方向リンク論理制御チャネルのうちの少なくともサブセットに関
連する制御情報を含む多重化データを、前記割り当てられた専用リソースで取得する手段
と
を備える無線通信装置。
【請求項４９】
　前記専用リソースは、ＯＦＤＭＡ制御チャネルに関連する請求項４８に記載の無線通信
装置。
【請求項５０】
　イベント・ドリブンな逆方向リンク論理制御チャネルを、ＣＤＭＡ制御チャネルで取得
する手段をさらに備える請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５１】
　前記モバイル・デバイスに関連する専用リソースを割当解除する手段をさらに備える請
求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５２】
　専用リソース・システム幅を予約する手段をさらに備える請求項４８に記載の無線通信
装置。
【請求項５３】
　前記専用リソースは、逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル（Ｒ－ＯＤＣＣＨ）セグメ
ントを含む請求項４８に記載の無線通信装置。
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【請求項５４】
　逆方向リンク・データ・チャネル（Ｒ－ＤＣＨ）リソースをパンクチャする手段をさら
に備える請求項５３に記載の無線通信装置。
【請求項５５】
　基地局毎にＲ－ＯＤＣＣＨに特定の粒度を割り当てる手段と、
　割り当てられたリソース量をオーバヘッド・チャネルによってシグナリングする手段と
をさらに備える請求項５３に記載の無線通信装置。
【請求項５６】
　Ｌ３シグナリングに基づいてＲ－ＯＤＣＣＨセグメントを割り当てる手段をさらに備え
る請求項５３に記載の無線通信装置。
【請求項５７】
　前記最低平均レートによって、個々の論理制御チャネルのレートを制御する手段をさら
に備え、もって、前記論理制御チャネルの多重化を決定し、ヘッダによってレポート構成
を示すことを前記モバイル・デバイスに許可するようにした請求項４８に記載の無線通信
装置。
【請求項５８】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、専用リソースをモバイル・デバイスへ割り当
てさせるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、１または複数の逆方向リンク論理制御チ
ャネルに関連する制御情報をレポートするための最低平均レートを規定させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、前記１または複数の逆方向リンク論理制
御チャネルのうちの少なくともサブセットに関連する制御情報を含む多重化データを、前
記割り当てられた専用リソースで受信させるコードと
を備えるコンピュータ読取可能媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５９】
　前記専用リソースは、ＯＦＤＭＡ制御チャネルに関連する請求項５８に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
【請求項６０】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、イベント・ドリブンな逆方向リンク論理
制御チャネルを、ＣＤＭＡ制御チャネルで受信させるコードを備える請求項５８に記載の
コンピュータ・プログラム製品。
【請求項６１】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、前記モバイル・デバイスに関連する専用
リソースの割当解除をさせるコードを備える請求項５８に記載のコンピュータ・プログラ
ム製品。
【請求項６２】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、専用リソース・システム幅を予約させる
コードをさらに備える請求項５８に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項６３】
　前記専用リソースは、逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル（Ｒ－ＯＤＣＣＨ）セグメ
ントを含む請求項５８に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項６４】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、逆方向リンク・データ・チャネル（Ｒ－
ＤＣＨ）リソースをパンクチャさせるコードをさらに備える請求項６３に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
【請求項６５】
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　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、基地局毎にＲ－ＯＤＣＣＨに１６チャネ
ルの粒度を割り当てさせるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、割り当てられたリソース量をオーバヘッ
ド・チャネルによってシグナリングさせるコードと
をさらに備える請求項６３に記載のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項６６】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、Ｌ３シグナリングに基づいてＲ－ＯＤＣ
ＣＨセグメントを割り当てさせるコードをさらに備える請求項６３に記載のコンピュータ
・プログラム製品。
【請求項６７】
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、
　前記少なくとも１つのコンピュータに対して、前記最低平均レートによって、個々の論
理制御チャネルのレートを制御させるコードをさらに備え、
　もって、異なる論理制御チャネルの多重化を決定し、ヘッダによってレポート構成を示
すことを前記モバイル・デバイスに許可するようにした請求項５８に記載のコンピュータ
・プログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、２００６年１２月１日に出願され"CONTROL SIGNAL TRANSMISSION FOR WIRELES
S COMMUNICATION SYSTEMS"と題された米国特許仮出願６０／８６８，２７０の利益を主張
する２００７年１１月２１日に出願され"CONTROL SIGNAL TRANSMISSION FOR WIRELESS CO
MMUNICATION SYSTEMS"と題された米国特許出願１１／９４４，１２３号の一部継続出願で
ある。前述の出願の全体は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般に無線通信に関し、さらに詳しくは、無線通信システムにおいて制
御情報を転送するために、ＯＦＤＭＡ制御チャネルとＣＤＭＡ制御チャネルとを適用する
ことに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、さまざまなタイプの通信を提供するために広く開発されており、
例えば、音声および／またはデータが、そのような無線通信システムによって提供されう
る。一般的な無線通信システムまたはネットワークは、１または複数の共有リソース（例
えば、帯域幅、送信電力等）へのアクセスを複数のユーザに提供することができる。例え
ば、システムは、例えば周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、符号分
割多重化（ＣＤＭ）、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）等のようなさまざまな多元接続
技術を使用することができる。
【０００４】
　一般に、無線多元接続通信システムは、複数のモバイル・デバイスのための通信を同時
にサポートすることができる。おのおののモバイル・デバイスは、順方向リンクおよび逆
方向リンクでの送信によって、１または複数の基地局と通信することができる。順方向リ
ンク（すなわちダウンリンク）は、基地局からモバイル・デバイスへの通信リンクを称し
、逆方向リンク（すなわちアップリンク）は、モバイル・デバイスから基地局への通信リ
ンクを称する。
【０００５】
　無線通信システムは、しばしば、有効範囲領域を提供する１または複数の基地局を使用
する。一般的な基地局は、サービスをブロードキャスト、マルチキャストおよび／または
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ユニキャストするために、複数のデータ・ストリームを送信することができる。ここで、
データ・ストリームは、モバイル・デバイスに興味のある独立した受信でありうるデータ
のストリームである。そのような基地局の有効範囲領域内のモバイル・デバイスは、合成
ストリームによって搬送される１つ、複数、または全てのデータ・ストリームを受信する
ために適用されうる。同様に、モバイル・デバイスは、基地局あるいは別のモバイル・デ
バイスへデータを送信することができる。
【０００６】
　ＯＦＤＭベースの技術は、システム全体の帯域幅を複数の直交サブキャリアへ効果的に
分割する。これらのサブキャリアはまた、トーン、値域（bin）および周波数チャネルと
称されうる。おのおののサブキャリアは、データを用いて変調されうる。時分割ベースの
技術を用いて、おのおののサブキャリアは、連続的な時間スライスまたは時間スロットの
一部を備えうる。おのおののユーザには、定められたバースト時間またはフレームで情報
を送受信するために、１または複数の時間スロットおよびサブキャリアの組み合わせが提
供されうる。ホッピング・スキームは一般に、シンボル・レート・ホッピング・スキーム
またはブロック・ホッピング・スキームでありうる。
【０００７】
　符号分割ベースの技術は一般に、範囲内の任意の時間において利用可能な多くの周波数
でデータを送信する。一般に、データがデジタル化され、利用可能な帯域幅にわたって広
げられ、複数のユーザが、チャネル上にオーバレイされ、それぞれのユーザには、ユニー
クなシーケンス符号が割り当てられる。ユーザは、同じ広帯域スペクトルのチャンクで送
信することができ、おのおののユーザの信号が、それぞれのユニークな拡散符号によって
帯域幅全体にわたって広げられる。この技術は、１または複数のユーザが同時に送受信で
きる共有のために提供することができる。そのような共有は、スペクトル拡散デジタル変
調によって達成され、ユーザのビットのストリームが符号化され、準ランダムな方式で、
極めて広いチャネルにわたって拡散される。受信機は、コヒーレントな方式で特定のユー
ザのビットを収集するために、関連するユニークなシーケンス符号を認識し、ランダム化
を取り消すように設計される。
【０００８】
　一般に、従来システムでは、逆方向リンク制御チャネルは、ＣＤＭＡ制御チャネルであ
る傾向にある。しかしながら、複数の定期的なチャネルがユーザ毎に使用される場合、Ｃ
ＤＭＡ制御チャネルに関連するオーバヘッドが本質的になりえる。したがって、これらの
従来技術は、ユーザ毎の複数の定期的なチャネルがサポートされる場合、制限されたキャ
パシティに遭遇しうる。
【発明の概要】
【０００９】
　以下は、１または複数の実施形態の基本的な理解を与えるために、そのような実施形態
の簡略化された概要を表す。この概要は、考慮された全ての実施形態の広範な概観ではな
く、全ての実施形態の重要な要素または決定的な要素を特定することでもなく、任意また
は全ての実施形態の範囲を線引きすることでもないことが意図される。その唯一の目的は
、後に示されるより詳細な説明に対する前置きとして、簡略化された形式で１または複数
の実施形態のいくつかの概念を示すことである。
【００１０】
　１または複数の実施形態およびその対応する開示にしたがって、さまざまな局面が、Ｏ
ＦＤＭＡ制御チャネルおよびＣＤＭＡ制御チャネルによる逆方向リンク制御情報の通信を
容易にすることに関連して説明される。専用ＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースが、モバ
イル・デバイスに割り当てられる。１または複数の論理制御チャネルに関連する制御情報
が、モバイル・デバイスによって生成されうる。さらに、逆方向リンクによって制御情報
を送信するために、物理制御チャネル・タイプ（例えば、ＯＦＤＭＡ制御チャネルまたは
ＣＤＭＡ制御チャネル）が選択される。例えば、定期的な論理制御チャネルに関連する制
御情報が多重化され、（例えば、専用ＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースを用いて）ＯＦ
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ＤＭＡ制御チャネルによって送信される。一方、定期的ではない論理制御チャネルに関連
する制御情報は、ＣＤＭＡ制御チャネルによって送信されうる。
【００１１】
　関連する局面によれば、本明細書では、無線通信システムにおいて逆方向リンクで制御
情報を送信することを容易にする方法が説明される。この方法は、逆方向リンクで通信さ
れる制御情報を生成することを含む。さらに、この方法は、制御情報に応じて、制御情報
を送信するための物理制御チャネル・タイプを選択することを備えうる。さらに、この方
法は、選択された物理制御チャネルのタイプによって制御情報を送信することを含みうる
。
【００１２】
　別の局面は、無線通信システムにおいて動作する装置に関連する。この装置は、逆方向
リンクで送信される制御情報を生成し、制御情報に応じて、制御情報を送信するための物
理制御チャネル・タイプを選択し、選択された物理制御チャネルのタイプによって制御情
報を送信するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含む。さらに、この装置は
、少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリを含みうる。
【００１３】
　また別の局面は、無線通信環境において逆方向リンクで制御情報を通信することを容易
にする無線通信装置に関する。この無線通信装置は、逆方向リンク論理制御チャネルに関
連する制御メッセージを生成する手段を含む。さらに、この無線通信装置は、制御メッセ
ージに応じて、制御メッセージを送信する物理制御チャネル・タイプを選択する手段を備
えうる。さらに、この無線通信装置は、選択された物理制御チャネル・タイプによって制
御メッセージを送信する手段を含みうる。
【００１４】
　また別の局面は、少なくとも１つのコンピュータに対して、逆方向リンク論理制御チャ
ネルに関連する制御メッセージを生成させるコードと、少なくとも１つのコンピュータに
対して、制御メッセージに応じて、制御メッセージを送信するため、ＯＦＤＭＡ制御チャ
ネルまたはＣＤＭＡ制御チャネルのうちの１つである物理制御チャネル・タイプを選択さ
せるコードと、少なくとも１つのコンピュータに対して、選択された物理制御チャネル・
タイプによって制御メッセージを送信させるコードとを備えるコンピュータ読取可能媒体
を備えるコンピュータ・プログラム製品に関する。
【００１５】
　他の局面によれば、本明細書では、逆方向リンク制御チャネルで制御データを取得する
ことを容易にする方法が説明される。この方法は、１または複数の定期的な逆方向リンク
論理制御チャネルを通信するために、モバイル・デイバスにＯＦＤＭＡリソースを割り当
てることを含む。さらに、この方法は、割り当てられたＯＦＤＭＡリソースで、モバイル
・デバイスが、１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルを送るための最低
平均レートを規定することを含みうる。さらに、この方法は、１または複数の定期的な逆
方向リンク論理制御チャネルのうちの少なくともサブセットを含む多重化データを、割り
当てられたＯＦＤＭＡリソースによって受信することを備える。
【００１６】
　また別の局面は、無線通信システムで動作する装置に関する。この装置は、１または複
数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルとともに使用するため、モバイル・デバイス
にＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースを割り当て、１または複数の定期的な逆方向リンク
論理制御チャネルに関するレポートを、モバイル・デバイスが通信するための最低平均レ
ートを規定し、１または複数の定期的な逆方向リンク制御チャネルのうちの少なくともサ
ブセットに関連するレポートを含む多重化データを、割り当てられたＯＦＤＭＡ制御チャ
ネル・リソースで取得するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含みうる。さ
らに、この装置は、少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリを含みうる。
【００１７】
　別の局面は、無線通信環境において逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースを
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割り当てることを可能にする無線通信装置に関する。この無線通信装置は、専用リソース
をモバイル・デバイスへ割り当てる手段を含む。さらに、無線通信装置は、１または複数
の逆方向リンク論理制御チャネルに関連する制御情報をレポートするための最低平均レー
トを規定する手段を備えうる。さらに、無線通信装置は、１または複数の逆方向リンク論
理制御チャネルのうちの少なくともサブセットに関連する制御情報を含む多重化データを
、割り当てられた専用リソースで取得する手段を含む。
【００１８】
　また別の局面は、少なくとも１つのコンピュータに対して、専用リソースをモバイル・
デバイスに割り当てさせるコードと、少なくとも１つのコンピュータに対して、１または
複数の逆方向リンク論理制御チャネルに関連する制御情報をレポートするための最低平均
レートを規定させるコードと、少なくとも１つのコンピュータに対して、１または複数の
逆方向リンク論理制御チャネルのうちの少なくともサブセットに関連する制御情報を含む
多重化データを、割り当てられた専用リソースによって受信させるコードとを備えるコン
ピュータ読取可能媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品に関する。
【００１９】
　前述および関連する目的を達成するために、１または複数の実施形態は、以下に十分説
明され、特に、特許請求の範囲で指摘された特徴を備える。以下の説明および添付図面は
、１または複数の実施形態のある実例となる局面を詳細に述べる。しかしながら、これら
の局面は、さまざまな実施形態の原理が適用されうるさまざまな方法のうちのほんのいく
つかを示すに過ぎず、説明された実施形態は、そのような全ての局面およびそれらの等価
物を含むことが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本明細書で述べられたさまざまな局面にしたがう無線通信システムの一
例を示す。
【図２】図２は、ＯＦＤＭＡ専用制御チャネルおよびＣＤＭＡ制御チャネルによって逆方
向リンクで制御情報を通信することを可能にするシステムの一例を示す。
【図３】図３は、多元接続無線通信システムのための順方向リンク・フレームの一例を示
す。
【図４】図４は、多元接続無線通信システムのための逆方向リンク・フレームの一例を示
す。
【図５】図５は、ＯＦＤＭ制御チャネルの一例を示す。
【図６】図６は、ＯＦＤＭ制御チャネルについて利用されるさまざまなパイロット・フォ
ーマットの一例を示す。
【図７】図７は、本明細書に記載されたさまざまな局面に関連して利用されるバイナリ・
チャネル・ツリーの一例を示す。
【図８】図８は、制御メッセージを適切な逆方向リンク制御チャネルに割り当てることを
容易にする方法論の一例を示す。
【図９】図９は、無線通信システムにおいて逆方向リンクで制御情報を送信することを容
易にする方法論の一例を示す。
【図１０】図１０は、無線通信システムにおいてＯＦＤＭＡ制御チャネルで制御データを
取得することを容易にする方法論の一例を示す。
【図１１】図１１は、無線通信システムにおいて物理制御チャネルのさまざまなタイプを
用いることを容易にするモバイル・デバイスの一例を示す。
【図１２】図１２は、無線通信環境においてＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースをモバイ
ル・デバイスへ割り当てることを容易にするシステムの一例を示す。
【図１３】図１３は、本明細書に記載のさまざまなシステムおよび方法に関連して適用さ
れる無線ネットワーク環境の一例を示す。
【図１４】図１４は、無線通信環境において、逆方向リンクで制御情報を通信することを
可能にするシステムの一例を例示する。
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【図１５】図１５は、無線通信環境において、逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル・リ
ソースを割り当てることを可能にするシステムの一例を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　全体を通じて同一符号が同一要素を参照するために使用されるさまざまな実施形態が、
図面を参照して記載される。以下の説明では、説明目的で、１または複数の実施形態の完
全な理解を提供するために、多くの具体例が述べられる。しかしながら、そのような実施
形態は、これら具体的な詳細無しで実現されうることが明らかである。他の事例では、周
知の構成およびデバイスが、１または複数の実施形態の説明を容易にするために、ブロッ
ク図形式で示される。
【００２２】
　本願で用いられるように、用語「構成要素」、「モジュール」、「システム」等は、ハ
ードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせ、ソフトウェ
ア、または実行中のソフトウェアの何れかであるコンピュータ関連エンティティを称する
ことが意図されている。例えば、構成要素は、限定される訳ではないが、プロセッサ上で
実行中の処理、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行スレッド、プログラム、およ
び／または、コンピュータでありうる。実例として、コンピュータ・デバイス上で実行中
のアプリケーションと、コンピュータ・デバイスとの両方が、構成要素となりうる。１ま
たは複数の構成要素は、処理および／または実行スレッド内に存在し、構成要素は、１つ
のコンピュータに局在するか、２またはそれ以上のコンピュータに分散されうる。さらに
、これらの構成要素は、さまざまなデータ構造を格納して有しているさまざまなコンピュ
ータ読取可能媒体から実行することが可能である。これら構成要素は、例えば１または複
数のデータ（例えば、信号によってローカル・システムや分散システム内の他の構成要素
とインタラクトする１つの構成要素からのデータ、および／または、他のシステムを備え
た例えばインターネットのようなネットワークを介して他の構成要素とインタラクトする
１つの構成要素からのデータ）のパケットを有する信号にしたがって、ローカル処理およ
び／またはリモート処理によって通信することができる。
【００２３】
　さらに本明細書では、さまざまな実施形態がモバイル・デバイスに関して記載される。
モバイル・デバイスはまた、システム、加入者ユニット、加入者局、モバイル局、モバイ
ル、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、無線通信デバイス、ユーザ・
エージェント、ユーザ・デバイス、あるいはユーザ機器（ＵＥ）とも称されうる。モバイ
ル・デバイスは、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電
話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続機能を有す
るハンドヘルド・デバイス、コンピュータ・デバイス、あるいは、無線モデムに接続され
たその他の処理デバイスでありうる。さらに、本明細書では、さまざまな実施形態が、基
地局に関して記述される。基地局は、モバイル・デバイスと通信するために利用され、ア
クセス・ポイント、ノードＢ、またはその他いくつかの用語で称されうる。
【００２４】
　さらに、本明細書に記載のさまざまな局面または特徴は、標準的なプログラミング技術
および／またはエンジニアリング技術を用いた方法、装置、または製造物品として実現さ
れうる。本明細書で使用される用語「製造物品」は、任意のコンピュータ読取可能デバイ
ス、キャリア、またはメディアからアクセスすることが可能なコンピュータ・プログラム
を含むことが意図される。例えば、コンピュータ読取可能媒体は、限定される訳ではない
が、磁気記憶装置（例えば、ハード・ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気
ストリップ等）、光ディスク（例えば、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、ＤＶＤ等）、ス
マート・カード、およびフラッシュ・メモリ・デバイス（例えば、ＥＰＲＯＭ、カード、
スティック、キー・ドライブ等）を含みうる。さらに、本明細書に記載されたさまざまな
記憶媒体は、１または複数のデバイス、および／または、情報を格納するための他の機械
読取可能媒体を表しうる。用語「機械読取可能媒体」は、限定される訳ではないが、無線
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チャネル、および、命令（群）および／またはデータを格納、包含、および／または搬送
することができるその他さまざまな媒体を含みうる。
【００２５】
　図１に示すように、無線通信システム１００が本明細書に示されたさまざまな実施形態
に従って例示される。システム１００は、複数の基地局１１０および複数のモバイル・デ
バイス１２０を含んでいる。基地局１１０は、１または複数のモバイル・デバイス１２０
と通信する局である。基地局１１０はまた、アクセス・ポイント、ノードＢ、および／ま
たは、その他いくつかのネットワーク・エンティティとも呼ばれ、これら機能のうちのい
くつかまたは全てを含みうる。おのおのの基地局１１０は、特定の地理的領域１０２に通
信有効範囲を提供する。用語「セル」は、この用語が使用される文脈に依存して、基地局
１１０および／またはその有効範囲領域１０２を称することができる。システム１００の
キャパシティを向上するために、基地局有効範囲領域１０２は、複数の小さな領域（例え
ば、３つの小さな領域１０４ａ、１０４ｂ、１０４ｃ）に分割されうる。より小さなおの
おのの領域１０４は、それぞれの基地トランシーバ・サブシステム（ＢＴＳ）によってサ
ービス提供される。用語「セクタ」は、この用語が使用される文脈に依存して、ＢＴＳお
よび／またはその有効範囲領域を称することができる。セクタ化されたセルの場合、その
セルの全てのセクタのＢＴＳは、一般に、そのセルの基地局内に共に存在する。本明細書
に記載されたシグナリング送信技術は、セクタ化されていないセルを備えたシステムのみ
ならず、セクタ化されたセルを備えたシステムにも使用されうる。簡略のために、以下の
説明では、用語「基地局」は、セルにサービス提供する局のみならず、セクタにサービス
提供する局についても総称的に使用されうる。
【００２６】
　モバイル・デバイス１２０は、一般に、システム１００全体にわたって分散され、おの
おののモバイル・デバイス１２０は、固定式または移動式でありうる。モバイル・デバイ
ス１２０は、モバイル局、ユーザ機器、および／または、その他いくつかのデバイスで称
され、これらの機能のうちのいくつかまたは全てを含みうる。モバイル・デバイス１２０
は、無線デバイス、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム・カード等であり
うる。モバイル・デバイス１２０は、与えられた任意の瞬間において、順方向リンクおよ
び逆方向リンクで、ゼロ、１、または、複数の基地局１１０と通信することができる。
【００２７】
　集中型アーキテクチャの場合、システム・コントローラ１３０が、基地局１１０に接続
しており、これら基地局１１０のための調整および制御を与える。システム・コントロー
ラ１３０は、単一のネットワーク・エンティティまたは、ネットワーク・エンティティの
集合でありうる。分散型アーキテクチャの場合、基地局１１０は、必要に応じて互いに通
信することができる。
【００２８】
　コントローラ１３０は、複数のネットワーク（例えば、インターネット、パケット・ベ
ースのネットワーク、多元接続無線通信システム１００の基地局１１０と通信するモバイ
ル・デバイス１２０と情報をやり取りする回路交換音声ネットワーク等）に対して１また
は複数の接続を提供する。コントローラ１３０は、モバイル・デバイス１２０との通信を
スケジュールするスケジューラを含んでいるか、スケジューラに接続されうる。さらに、
あるいは、その代わりに、スケジューラは、個々の基地局１１０それぞれに、または、セ
ルのセクタ等に存在しうる。
【００２９】
　モバイル・デバイス１２０から基地局１１０へ制御情報を通信するために、物理レイヤ
・チャネル化のうちの２つの異なるタイプのうちの１つが利用されうる。物理レイヤ・チ
ャネル化のうちの１つのタイプは、ＣＤＭＡチャネル化である。ここでは、複数のモバイ
ル・デバイス１２０が、送信のために、同じまたは部分的にオーバラップする時間リソー
スおよび周波数リソースを用いて、異なる直交符号、または符号のグループを用いる。別
のタイプの物理レイヤ・チャネル化は、ＯＦＤＭ直交化である。ここでは、時間サブキャ
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リアおよび周波数サブキャリアの具体的な割り当てが、ある期間（例えばフレームまたは
スロット）中に他のモバイル・デバイス１２０へ割り当てられる時間サブキャリアおよび
周波数サブキャリアとは異なるモバイル・デバイス１２０へ割り当てられる。いくつかの
局面では、異なるタイプの制御情報が、異なる物理レイヤ・チャネルに割り当てられ、ス
ケジュールされる。
【００３０】
　図１は、（例えば、異なるセクタのために異なるアンテナ・グループを有する）物理セ
クタを示すが、他のアプローチも利用可能であることが注目されるべきである。例えば、
周波数空間におけるセルの異なる領域をそれぞれカバーする複数の固定「ビーム」を用い
ることが、物理セクタの代わりに、あるいは物理セクタに加えて適用されうる。
【００３１】
　いくつかの局面では、順方向リンク送信が、スーパフレームからなる単位に分割される
。スーパフレームは、一連のフレームが後に続くスーパフレーム・プリアンブルを含みう
る。ＦＤＤシステムでは、逆方向リンク送信および順方向リンク送信が、異なる周波数帯
域幅を占有し、これによってリンク情報送信は、どの周波数サブキャリア上でも、あるい
はほとんどの部分でオーバラップしない。ＴＤＤシステムでは、Ｎ個の順方向リンク・フ
レームとＭ個の逆方向リンク・フレームとが、逆のタイプのフレームの送信が可能になる
前に、連続して送信されうるシーケンシャルな順方向リンク・フレームおよび逆方向リン
ク・フレームの数を定める。ＮおよびＭなる数は、与えられたスーパフレーム内、あるい
はスーパフレーム間で変わりうることが注目されるべきである。
【００３２】
　ＦＤＤシステムおよびＴＤＤシステムの両方において、おのおののスーパフレームは、
スーパフレーム・プリアンブルを含みうる。ある実施形態では、スーパフレーム・プリア
ンブルは、モバイル・デバイス１２０によるチャネル推定のために使用されうるパイロッ
トを含むパイロット・チャネルと、モバイル・デバイス１２０が、順方向リンクで搬送さ
れた情報を復調するために適応することができるコンフィグレーション情報を含むブロー
ドキャスト・チャネルとを含む。例えばタイミング情報や、モバイル・デバイス１２０が
通信するために十分な他の情報のような獲得情報や、基本電力制御情報またはオフセット
情報もまた、スーパフレーム・プリアンブル内に含まれうる。他の場合では、上述した情
報および／またはその他の情報のうちのいくつかのみが、このスーパフレーム・プリアン
ブル内に含まれうる。
【００３３】
　ある局面では、ブロードキャスト情報は、任意のＯＦＤＭＡ制御チャネルの情報または
割当を含みうる。この情報は、たとえ、逆方向リンク・データ送信のために、モバイル・
デバイス１２０へ同じチャネルまたはロケーションが割り当てられていても、ＯＦＤＭＡ
制御チャネルに割り当てられたチャネルまたはロケーションにおける逆方向リンク・デー
タ送信の送信を阻止するためにモバイル・デバイス１２０によって適用されうる。
【００３４】
　図２に示すように、ＯＦＤＭＡ専用制御チャネルおよびＣＤＭＡ制御チャネルによって
逆方向リンクで制御情報を通信することを可能にするシステム２００が例示される。シス
テム２００は、モバイル・デバイス２０４と通信する基地局２０２を含む。さらに、基地
局２０２は、任意の数の異種のモバイル・デバイス（図示せず）と通信しうることが考慮
される。
【００３５】
　基地局２０２は、リソース・リザーバ２０６、リソース・アサイナ２０８、レポート・
レギュレータ２１０を含む。リソース・リザーバ２０６は、リソース・システム幅を予約
することができ、もって、無線通信環境における基地局、モバイル・デバイス、さまざま
なネットワーク・デバイス等は、予約されているリソースの共通の理解を持つことができ
る。例えば、リソース・リザーバ２０６は、逆方向リンク専用ＯＦＤＭＡ制御チャネル（
Ｒ－ＯＤＣＣＨ）セグメントが予約されるようにすることができる。Ｒ－ＯＤＣＣＨセグ
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メントは、その後、さまざまな定期的なフィードバック・チャネルを基地局（および／ま
たは、任意の異種の基地局（図示せず））に送信するために、モバイル・デバイス２０４
および／または任意の異種のモバイル・デバイスによって適用されうる。リソース・リザ
ーバ２０６によって、Ｒ－ＯＤＣＣＨリソースは、任意の逆方向リンク（ＲＬ）インタレ
ースにおける２つのＲ－ＤＣＨチャネルの単位に割り当てられる。したがって、第２のオ
ーダ・ダイバシティが、全てのＲ－ＯＤＣＣＨセグメントのために提供されうる。さらに
、インタレース毎に～６．６％の粒度、または、～０．８３％システム幅が得られる。さ
らに、そのようなリソース・リザーバ２０６による割り当てによって、４つのＲ－ＯＤＣ
ＣＨセグメントが収納されうる。別の例によれば、リソース・リザーバ２０６は、１６チ
ャネルからなる単位でＲ－ＯＤＣＣＨセグメントを割り当てることができる。別の例によ
れば、リソース・リザーバ２０６は、Ｒ－ＤＣＨリソースをパンクチャするＲ－ＯＤＣＣ
Ｈを適用し、専用論理リソース（例えば、チャネル・ツリー・ノード）をＲ－ＯＤＣＣＨ
に割り当てる代わりに、Ｒ－ＯＤＣＣＨタイルが、異なるトラフィック・ノードに対応す
るＲ－ＤＣＨタイルをホップすることができる。したがって、トラフィック・チャネルの
合計数は、Ｒ－ＯＤＣＣＨを導入することによって低減される必要はない（例えば、Ｖｏ
ＩＰキャパシティは影響されない）。しかしながら、すべてのチャネルは、しばしばパン
クチャされる。これはレート低減をもたらしうる。他の例によれば、リソース・リザーバ
２０６は、Ｒ－ＯＤＣＣＨリソースを割り当てるためのチャネル・ノードを予約すること
ができる。基地局２０２に含まれるものとして示されているが、リソース・リザーバ２０
６はさらに、あるいは、その代わりに、システム・コントローラ（例えば、図１のシステ
ム・コントローラ１３０）、異種の基地局、ネットワーク内の１または複数のノード等に
含まれうることが考慮される。
【００３６】
　リソース・アサイナ２０８は、選択されたユーザ（例えば、モバイル・デバイス２０４
、異種のモバイル・デバイス等）に対して、特別に予約されたリソース（例えば、専用Ｒ
－ＯＤＣＣＨセグメント等）を割り当てるように選択することができる。さらに、リソー
ス・アサイナ２０８は、割当メッセージの上部レイヤ・シグナリングによって、特定の予
約されたリソースを個別に割り当てることができる。専用Ｒ－ＯＤＣＣＨセグメントが、
基地局２０２に関連付けられた順方向リンク・サービス提供セクタ（ＦＬＳＳ）内のモバ
イル・デバイス２０４（または異種のモバイル・デバイス）へ割り当てられるか、割り当
てが解除される。しかしながら、Ｒ－ＯＤＣＣＨセグメントは、逆方向リンク・サービス
提供セクタ（ＲＬＳＳ）によって割り当てられるか、割り当てが解除されることが認識さ
れるべきである。例えば、モバイル・デバイス毎のメッセージ・ベースの割当または割当
解除が、リソース・アサイナ２０８によって適用されうる。さらに、リソース・アサイナ
２０８は、ブロードキャスト・チャネル上で、１６セグメント単位のＲ－ＯＤＣＣＨリソ
ースのセクタ幅予約を通知することができる。さらに、リソース・アサイナ２０８は、イ
ンタレース内のＲ－ＯＤＣＣＨセグメントＩＤ、インタレース・インデクス、Ｒ－ＯＤＣ
ＣＨ周期およびフェーズ等に関連する情報を指定する割当メッセージを転送することがで
きる。例示によれば、複数のモバイル・デバイス（例えば、モバイル・デバイス２０４お
よび／または異種のモバイル・デバイス）は、これら複数のモバイル・デバイスのおのお
のに異なるフェーズが割り当てられているのであれば、同じ（セグメントＩＤ、インタレ
ース）ペアで多重化されうる。さらに、Ｒ－ＯＤＣＣＨリソースが、モバイル・デバイス
（例えば、モバイル・デバイス２０４）からなるアクティブ・セット内の任意のセクタに
よって前もって割り当てられ、これによって、モバイル・デバイスは、ハンドオフ時に、
フィードバックを送信し始めることが可能となる。
【００３７】
　モバイル・デバイス２０４は、予約されたリソース（例えば、Ｒ－ＯＤＣＣＨセグメン
ト）が割り当てられ、予約されたリソースで、複数の論理チャネルが多重化されうる（例
えば、割り当てられたＲ－ＯＤＣＣＨセグメントが、異なる論理チャネルを多重化するた
めに利用されうる）。基地局２０２のレポート・レギュレータ２１０は、予約されたリソ
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ースでおのおのの定期的レポートが提供される最低平均レートを提供することができる。
したがって、レポート・レギュレータ２１０は、特定の制御セグメントにおいてどのレポ
ートを結合すべきかを指定する必要はない。代わりに、レポート・レギュレータ２１０は
、異種の複数のレポートのおのおのがモバイル・デバイス２０４から通信される最低平均
レートを制御する情報を送ることができる。モバイル・デバイス２０４は、後述するよう
に、最低平均レート要件を満足するためにどのレポートを結合するのかを選択する場合、
そのような情報を考慮することができる。別の例によれば、レポート・レギュレータ２１
０は、おのおののレポートのための平均レートを制御する情報を送ることができる。ここ
で、平均レートは、ある期間毎のレポートの固定数でありうる。
【００３８】
　モバイル・デバイス２０４はさらに、レポート・ジェネレータ２１２、制御チャネル・
セレクタ２１４、およびレポート・マルチプレクサ２１６を含みうる。レポート・ジェネ
レータ２１２は、どのレポートを生成するのかを選択するために、最低平均レート情報を
利用することができる。レポートは、モバイル・デバイス２０４から基地局２０２へとフ
ィードバックを提供することができる。さらに、そのレポートは、論理制御チャネルを介
して通信することができる。実例によれば、割り当てられた予約されたリソース（例えば
、Ｒ－ＯＤＣＣＨ）のペイロードが、多重化された論理チャネルを搬送することができる
。
【００３９】
　例えば、制御チャネルは、逆方向リンク・ブロードバンド・チャネル品質インジケータ
・チャネル（ｒ－ｃｑｉｃｈ）、サブ帯域スケジューリングを可能にする逆方向リンク・
サブ帯域フィードバック・チャネル（ｒ－ｓｆｃｈ）、閉ループ・ビームフォーミングお
よびＳＤＭＡチャネルのための逆方向リンク・プリコーディング・フィードバック（ｒ－
ｂｆｃｈ）、シングル・コードワード逆方向リンクＭＩＭＯチャネル品質インジケータ・
チャネル（ｓｃｗｒ－ｍｑｉｃｈ）、マルチ・コードワード逆方向リンクＭＩＭＯチャネ
ル品質インジケータ・チャネル（ｍｃｗｒ－ｍｑｉｃｈ）、および／または、ＲＬサービ
ス提供基地局からＲＬリソース割当を要求する逆方向リンク要求チャネル（ｒ－ｒｅｑｃ
ｈ）を含みうる。さらなる制御チャネルは、逆方向リンク・パイロット・チャネル（ｒ－
ｐｉｃｈ）、ｒ－ｐｉｃｈ電力に関するモバイル・デバイス電力ヘッドルームを示すｒ－
ｐａｈｃｈ、非サービス提供基地局に対する相対チャネル強度を示すｒ－ｐｓｄｃｈ、所
望の順方向リンク・サーバへ送られるチャネル品質レポートを提供するハンドオフｒ－ｃ
ｑｉｃｈ、所望の逆方向リンク・サーバへ送られる逆方向リンク・リソース要求を提供す
るハンドオフｒ－ｒｅｑｃｈ、および、ランダム・アクセスおよびアクセス・ベースのハ
ンドオフのアクセス・チャネルでありうるｒ－ａｃｈを含みうる。
【００４０】
　制御チャンネル・セレクタ２１４は、制御情報を含むレポートを通信する制御チャネル
のタイプを選択しうる。例えば、制御チャネル・セレクタ２１４は、ＯＦＤＭ制御チャネ
ルによってレポートの第１のサブセットを送信し、ＣＤＭＡ制御チャネルによってレポー
トの第２のサブセットを送信する。制御チャンネル・セレクタ２１４は、例えば、定期的
なフィードバック・チャネルを送信するために、専用のＯＦＤＭＡ制御セグメントを利用
することができる。したがって、モバイル・デバイス２０４が、ｒ－ｃｑｉｃｈ、ｒ－ｒ
ｅｑｃｈ、ｒ－ｐｓｄｃｈ、およびｒ－ｐａｈｃｈフィードバック・チャネルを搬送する
のであれば、そのようなモバイル・デバイス２０４は、専用ＯＦＤＭＡセグメントを持つ
必要はなく、ＣＤＭＡ制御チャネルは、制御チャネル・セレクタ２１４によって選択およ
び適用されうる。しかしながら、制御チャネル・セレクタ２１４は、ｒ－ｍｑｉｃｈ、ｒ
－ｓｆｃｈ、ｒ－ｂｆｃｈ、ｒ－ｃｑｉｃｈ、およびｒ－ｒｅｑｃｈのためにＯＦＤＭ制
御チャネルを利用することを選択することができるので、これらチャネルは、制御チャネ
ル・セレクタ２１４を適用することによって、ＣＤＭＡ制御チャネルではなく、ＯＦＤＭ
制御チャネルによって送信されうる。これら要求に関連するレイテンシは低減されうるの
で、制御チャンネル・セレクタ２１４はまた、ＯＦＤＭＡセグメントが利用可能である場
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合でさえ、ｒ－ｒｅｑｃｈがＣＤＭＡ制御セグメントで送られるようにする。さらに、制
御チャンネル・セレクタ２１４は、非順方向リンク・サービス提供セクタへ送られるｒ－
ｃｑｉｃｈおよびｒ－ｒｅｑｃｈのみならず、ｒ－ｐｉｃｈ、ｒ－ａｃｈも同様に、ＣＤ
ＭＡ制御セグメントで通信されるようになる。
【００４１】
　レポート・マルチプレクサ２１６は、割り当てられた予約されたリソース（例えば、Ｒ
－ＯＤＣＣＨセグメント）でさまざまな論理チャネルを多重化することができる。レポー
ト・マルチプレクサ２１６は、基地局２０２に送信するために、複数の制御チャネルを、
専用ＯＦＤＭＡセグメントに結合することができる。したがって、パイロット・オーバヘ
ッドを最小化するために、個々のペイロードが結合されうる。
【００４２】
　レポート・マルチプレクサ２１６は、さまざまなチャネルの組み合わせのために、２２
ビットからなる最大のペイロードを適用することができる。３ビットからなる最小ヘッダ
もまた、レポート・マルチプレクサ２１６によって利用されうる。以下のテーブルは、チ
ャネルおよび対応するヘッダ値のさまざまな組み合わせを示す。　
【表１】

【００４３】
　制御セグメント・セレクタ２１４およびレポート・マルチプレクサ２１６は、要求チャ
ネルが、ＯＦＤＭ制御チャネルで多重化されるようになる。Ｒ－ＯＤＣＣＨ上でｒ－ｒｅ
ｑｃｈを多重化することは、逆方向リンク・サービス提供セクタによるサービス遅延およ
び／または密集の場合に負荷をかけているＣＤＭＡ制御セグメントを緩和することができ
る。モバイル・デバイス２０４は（例えば、制御チャンネル・セレクタ２１４を適用する
ことによって）、要求の到来からある遅延内で利用可能なＲ－ＯＤＣＣＨセグメントを利
用することができる。この遅延は、基地局２０２によって設定可能である。さらに、Ｒ－
ＯＤＣＣＨが指定された遅延内で利用可能ではない場合、モバイル・デバイス２０４は（
例えば、制御チャネル・セレクタ２１４を利用することによって）、ＣＤＭＡ制御セグメ
ントでｒ－ｒｅｑｃｈを利用することができる。前述のものは、ｒ－ｒｅｑｃｈのための
Ｒ－ＯＤＣＣＨ利用と、ＣＤＭＡサブ・セグメント密集とのトレードオフとともに、初期
要求の短いレイテンシを可能にする。
【００４４】
　別の例によれば、モバイル・デバイス２０４は、（例えば、基地局２０２のリソース・
アサイナ２０８から）Ｒ－ＯＤＣＣＨセグメントの割り当てが受信されると、ＣＤＭＡ制
御チャネルでｒ－ｃｑｉｃｈを順方向リンク・サービス提供セクタへ送信するのを停止す
ることができる。Ｒ－ＯＤＣＣＨセグメントをモバイル・デバイス２０４へ割り当てると
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、基地局２０２は、Ｒ－ＯＤＣＣＨが検出されるまで、割り当てられたＲ－ＯＤＣＣＨに
ついて、ＣＤＭＡセグメントによって通信されたｒ－ｃｑｉｃｈを求める探索を続ける。
Ｒ－ＯＤＣＣＨの割り当て解除のために、類似のロジックを適用することもできる。
【００４５】
　Ｒ－ＯＤＣＣＨの電力制御は、Ｒ－ＡＣＫＣＨ電力制御と類似しうる。例えば、順方向
リンク・サービス提供セクタ（ＦＬＳＳ）が、逆方向リンク・サービス提供セクタ（ＲＬ
ＳＳ）と一致する場合、基準レベルとしてｒ－ｐｉｃｈを使用することができる。それゆ
え、高速閉ループ電力制御が、ｆ－ｐｃｃｈコマンドに基づきうる。さらに、ＦＬＳＳが
ＲＬＳＳとは異なる場合、ＦＬＳＳからのｆ－ｐｑｉｃｈレポートが適用されうる。した
がって、低速閉ループ電力制御が、フィルタ・パイロット強度レポートに基づいてサポー
トされうる。さらに、ＯＦＤＭＡセグメントで見える干渉レベルを調節するために、フィ
ルタされたｆ－ｉｏｔｃｈレポートがＦＬＳＳからレバレッジされる。ユーザ特有のチャ
ネル条件への緩慢な調節を提供するために、アクティブ・セット更新メッセージによって
割り当てられたユーザ特有オフセットもまた適用されうる。さらに、セクタ（ＦＬＳＳ）
特有オフセットが、ブロードキャスト・チャネル（例えば、ＥＣＩ）で通知され、その後
、セクタ特有の干渉対熱（ＩｏＴ：interference over thermal）テール挙動に基づいて
、緩慢な調節を提供するために適用される。
【００４６】
　別の実例によれば、ＣＤＭＡ制御サブ・セグメント・サイズは、１．２５ＭＨｚである
が、要求された主題は、それに限定されない。さらに、ＣＤＭＡ制御チャネルは、低平均
デューティ・サイクルおよび低レイテンシ要件を持つイベント・ドリブン・チャネルの場
合、ゲインを提供することができる。さらに、ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、定期的なチャ
ネルのためにゲインを提供することができる。定期的なチャネルのＯＦＤＭＡチャネル化
は、定期的なチャネルの周波数および／または数が高い場合（例えば、ＦＬＳＳがサブ帯
域スケジューリング、プリコーディング、ＭＩＭＯ等を用いる場合）、オーバヘッドにお
ける無視できない節約を生む。それゆえ、ＯＦＤＭＡ制御チャンネル設計は、例えば、定
期的なチャネルについて、ＣＤＭＡに対して、少なくとも２倍のキャパシティの利点を提
供する。さらに、単一入力単一出力（ＳＩＳＯ）モード、ＳＣＷモード、およびＭＣＷモ
ードにおける定期的なチャネルの効率的な多重化が得られる。
【００４７】
　図３および図４に示すように、多元接続無線通信システムのためのフレームが例示され
ている。図３は、順方向リンク・フレーム３０２を示し、図４は、逆方向リンク・フレー
ム４０２を示す。おのおののフレーム３０２およびフレーム４０２は、同じあるいは異な
る数のＯＦＤＭシンボルを含む。これは、定められたいくつかの期間にわたる送信のため
に同時に利用されるサブキャリアの数を構成することができる。さらに、おのおののフレ
ーム３０２およびフレーム４０２は、１または複数の隣接しないＯＦＤＭシンボルが、順
方向リンクまたは逆方向リンクでユーザに割り当てられるシンボル・レート・ホッピング
・モードにしたがって、あるいは、ユーザが、ＯＦＤＭシンボルのブロック内でホップす
るブロック・ホッピング・モードにしたがって動作することができる。実際のブロックま
たはＯＦＤＭシンボルは、フレーム間でホップすることも、しないこともある。
【００４８】
　１または複数の順方向リンク・フレーム３０２および／または逆方向リンク・フレーム
４０２はおのおの、１または複数のスーパフレームの一部でありうる。順方向リンク・フ
レーム３０２はおのおの、制御チャネル３０４～３１０を含む。制御チャネル３０４～３
１０のおのおのは、例えば、獲得；アクノレッジメント；ブロードキャスト、マルチキャ
スト、およびユニキャストによるメッセージのタイプに対して同じまたは異なりうる、お
のおののモバイル・デバイスのための順方向リンク割当；おのおののモバイル・デバイス
の逆方向リンク割り当て；おのおののモバイル・デバイスの逆方向リンク電力制御；およ
び、逆方向リンク・アクノレッジメント；に関連する機能のための情報を含むことができ
る。それより多くまたはそれより少ないそのような機能が、制御チャネル３０４～３１０
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でサポートされうることが注目されるべきである。さらに、制御チャネル３０４～３１０
は、データ・チャネルに割り当てられたホッピング・シーケンスと同じまたは異なるホッ
ピング・シーケンスにしたがって、おのおののフレームにおいてホップすることができる
。
【００４９】
　さらに、おのおのの逆方向リンク・フレーム４０２は、１または複数の逆方向リンク制
御チャネル４０４～４１０を含みうる。これは、フィードバック・チャネル、逆方向リン
ク・チャネル推定のためのパイロット・チャネル、逆方向リンク送信に含まれるアクノレ
ッジメント・チャネルを含みうる。逆方向リンク制御チャネル４０４～４１０のおのおの
は、例えば、おのおののモバイル・デバイスによる順方向リンク・リソース要求および逆
方向リンク・リソース要求、別のタイプの送信のためのチャネル情報（例えば、チャネル
品質情報（ＣＱＩ））、チャネル推定目的のために基地局によって使用されるモバイル・
デバイスからのパイロットに関連する機能のための情報を含むことができる。制御チャネ
ル４０４～４１０では、それより多いあるいはそれより少ないそのような機能もサポート
されうることが注目されるべきである。さらに、逆方向リンク制御チャネル４０４～４１
０は、データ・チャネルに割り当てられたホッピング・シーケンスと同じまたは異なるホ
ッピング・シーケンスにしたがって、おのおののフレームにおいてホップすることができ
る。
【００５０】
　ある局面では、逆方向リンク制御チャネル４０４～４１０でユーザを多重化するために
、１または複数の直交符号、スクランブリング・シーケンス等が使用され、おのおののユ
ーザ、および／または、逆方向リンク制御チャネル４０４～４１０で送信された異なるタ
イプの情報が分離される。これらの直交符号は、ユーザ特有でありうるか、あるいは、通
信セッションまたは短期間毎（例えば、スーパフレーム毎）に、基地局によっておのおの
のモバイル・デバイスへ割り当てられる。
【００５１】
　他の局面では、いくつかの逆方向リンク制御チャネル４０４～４１０は、ＯＦＤＭＡ制
御チャネルでありうる。ここでは、１または複数のユーザは、サブキャリアおよびＯＦＤ
Ｍシンボルの観点から直交リソースが割り当てられる。一方、その他の制御チャネル４０
４～４１０はＣＤＭＡ制御チャネルでありうる。ここでは、複数のユーザは、ＯＦＤＭシ
ンボルおよびサブキャリアの同じリソースが割り当てられるが、ユーザ同士異なる直交符
号、スクランブリング・シーケンス等が与えられる。
【００５２】
　図３に再び示すように、多元接続無線通信システムの順方向リンク・フレーム３０２の
局面が例示される。図示するように、おのおのの順方向リンク・フレーム３０２は、さら
に、複数のセグメントに分割される。サブキャリアの隣接するグループを持つ場合も持た
ない場合もある第１の制御チャネルは、所望される量の制御データよび他の考慮に基づい
て割り当てられた可変数のサブキャリアを有する。残りの部分３１２は、一般に、データ
伝送のために利用可能である。制御チャネルは、１または複数のパイロット・チャネル３
０４、３０６を含むことができる。シンボル・レート・ホッピング・モードでは、パイロ
ット・チャネル３０４、３０６は、おのおのの順方向リンク・フレーム３０２におけるＯ
ＦＤＭシンボルの全てに存在し、これらの例では、制御チャネル内に含まれる必要はない
。両方の場合において、シグナリング・チャネル３０８および電力制御チャネル３１０は
、制御チャネル内に含まれうる。シグナリング・チャネル３０８は、逆方向リンクにおけ
るデータ、制御、およびパイロット送信に対する割り当て、アクノレッジメント、および
／または、電力基準および調整を含む。
【００５３】
　電力制御チャネル３１０は、そのセクタのモバイル・デバイスからの送信によって他の
セクタで生成される干渉に関する情報を伝送することができる。また、ある局面では、帯
域幅全体の端部におけるサブキャリア３１４は、擬似的なガード・サブキャリアとして機
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能することができる。
【００５４】
　複数の送信アンテナが、セクタのための送信に使用されうる場合、別の送信アンテナが
、同じスーパフレーム・タイミング（スーパフレーム・インデクスを含む）、ＯＦＤＭシ
ンボル特性、およびホップ・シーケンスを有するべきであることが注目されるべきである
。さらに、いくつかの局面では、制御チャネル３０４～３１０は、データ送信として同じ
割り当てを有しうる（例えば、データ送信がブロック・ホップされる場合、同じサイズあ
るいは異なるサイズのブロックが、制御チャネル３０４～３１０のために割り当てられる
）。
【００５５】
　図４に再び示すように、多元接続無線通信システムの逆方向リンク・フレーム４０２の
局面が例示される。物理制御チャネル４０４～４１０は、それらのペイロードとして、異
なる論理制御チャネルを含みうる。論理制御チャネルは、ｒ－ｐａｈｃｈを含む。これは
、（例えば、逆方向リンク・パイロット・チャネルに関する）モバイル・デバイスの電力
ヘッドルームを示す。例えば、この情報のフィードバックは、ある数のスロット毎のレポ
ートの数、および、前の（帯域内）レポートからの値における最低変化量に基づいて制限
されうる。他の論理チャネルは、サービス提供していない基地局に対する相対的なチャネ
ル強度、および、サービス提供していない基地局による干渉制御シグナリングに基づいて
、電力スペクトル密度または類似の情報を示すｒ－ｐｓｄｃｈでありうる。例えば、ｒ－
ｐｓｄｃｈの送信は、あるストット数毎のレポートの数、および、前の（帯域内）レポー
トからの値における最低変化量に基づいて制限されうる。
【００５６】
　他の逆方向リンク論理チャネルは、フィードバックが基地局から提供されるまで続くイ
ベント・ドリブン・チャネルを含みうる。これらは、ｒ－ｒｅｑｃｈを含む。ｒ－ｒｅｑ
ｃｈは、逆方向リンク・リソース割り当てを要求し、一般に、割り当てによってリソース
割り当てが提供されるまで続く。そのような他の論理チャネルはｒ－ｃｑｉｃｈである。
これは、所望の順方向リンク・サービス提供セクタへ送られるチャネル品質レポートを備
え、一般に、ハンドオフが許可されるまで続く。さらに、ハンドオフｒ－ｒｅｑｃｈが含
まれる。これは、いくつかの局面によれば、一般に、ハンドオフが許可されるまで続き、
所望の逆方向リンク・サービス提供セクタへ送られるリソース要求である。さらに、Ｒ－
ＡＣＨが含まれうる。これは、ランダム・アクセスおよびアクセス・ベースのハンドオフ
のためのアクセス・チャネルとして使用される。
【００５７】
　さらなる例示によれば、電力制御基準を提供するために、および基地局によって指示さ
れたハンドオフのための品質測定値のために、基地局によって使用される逆方向リンク・
パイロット・チャネルを、他の情報とともに備える論理制御チャネルが含まれる。例えば
、ｒ－ｃｑｉｃｈは、ブロードキャスト・チャネル品質インジケータでありうる。ｒ－ｓ
ｆｃｈは、サブ帯域スケジューリングを可能にするために使用されるサブ帯域（例えば、
サブキャリアのグループ）選択またはフィードバックを提供することができる。ｒ－ｂｆ
ｃｈは、閉ループ・ビームフォーミングおよび／または空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）の
ためのプリコーディング・フィードバックを提供する。ｒ－ｍｑｉｃｈは、単一のモバイ
ル・デバイスへ送信される異なるストリーム間のチャネル品質の区別できるようにするＭ
ＩＭＯチャネル品質フィードバックを提供する。これらチャネルの送信は、あるスロット
数毎のレポートの数に基づいて制限されうる。
【００５８】
　異なる論理チャネルは、規則的なインスタンスで、イベント・ドリブンで、上記のある
組み合わせによって、定期的にレポートすることが要求される。この周期は、これらチャ
ネルの基地局において、異なる消去レートを導入することができる。残りの部分４１２は
、一般に、データ伝送のために利用可能である。さらに、ある局面では、帯域幅全体の端
部において、サブキャリア４１４は、擬似ガード・サブキャリアとして機能することがで
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きる。
【００５９】
　図３および図４は、時間において多重化されている制御チャネルを構成する異なるチャ
ネルを示しているが、そうである必要はないことが注目されるべきである。制御チャネル
を構成する異なるチャネルは、異なる直交、準直交、スクランブリング・コード、異なる
周波数、または時間、符合、および周波数の任意の組み合わせを用いて多重化されうる。
さらに、本明細書で説明したように、スロットは、時間において隣接していることも、し
ていないこともありうる与えられたフレームの１または複数のＯＦＤＭシンボルでありう
る。
【００６０】
　さらに、図３および図４に関して説明するチャネルは、メッセージおよび／または物理
リソースでありうる。さらに、フィードバックのために与えられたモバイル・デバイスの
ために割り当てられた物理チャネル・リソースは、異なるメッセージ（例えば、情報チャ
ネル等）のうちの１または複数のために使用されうる。
【００６１】
　図５に例示するように、ＯＦＤＭ制御チャネル（例えば、Ｒ－ＯＤＣＣＨ）が例示され
る。図５では、ＯＦＤＭ制御チャネルは、複数のタイルを含む。これらは、いくつかの数
のＯＦＤＭシンボル（例えば、８つのＯＦＤＭシンボル）にわたったいくつかの数のサブ
キャリア（例えば、１６トーン）の割り当てを備える。この種の割当は、より容易なリソ
ース・スケジューリングを可能にするためにデータ・チャネル・リソース割当のために使
用されるものと類似でありうる。しかしながら、特許請求された主題は、制御チャネル・
リソースのための割当と異なるものに限定されず、データ・チャネル・リソースがサポー
トされうる。
【００６２】
　おのおののＯＦＤＭ制御チャネルは、さまざまな論理チャネルまたは制御情報タイプを
多重化することを可能にするペイロードを搬送する。例えば、２２ビットに３ビットのヘ
ッダを加えた合計ペイロードは、物理チャネルの一部である１または複数の多重化論理チ
ャネルを定義するために利用されうる。与えられたモバイル・デバイスの物理チャネルは
、タイルのリソースの１／４でありうる。これらのメッセージは、低い未検出誤り率を保
証するために、９ビットの巡回冗長検査（ＣＲＣ）を用いることができる。さらに、逆方
向リンク制御送信のために、与えられたモバイル・デバイスによって使用される物理チャ
ネル・リソースは、２次フェージングおよび干渉ダイバーシティを与えるために、少なく
とも２つのタイルからなるサブ・タイル（部分）を含み、おのおののＲ－ＯＤＣＣＨセグ
メントは、２つのＲ－ＤＣＨタイルに配置された２つのサブ・タイルを含む。例えば、お
のおののサブ・タイルは、４つのＯＦＤＭシンボルにわたって８つのトーンを含む。これ
は、サブ・タイルにおいて、モバイル・デバイス毎に３２の変調シンボルを与える。さら
に、ダイバーシティを向上するために、帯域幅にわたったサブ・タイルのランダム・ホッ
ピングが（例えば、タイルをホップすることによって）与えられる。
【００６３】
　図６に示すように、ＯＦＤＭ制御チャネルのために利用されるさまざまなパイロット・
フォーマットが例示される。３つのサブ・タイル（例えば、Ｒ－ＯＤＣＣＨサブ・タイル
）が示される。すなわち、８つのパイロットを含むサブ・タイル６０２と、１２のパイロ
ットを含むサブ・タイル６０４と、１６のパイロットを含むサブ・タイル６０６。サブ・
タイル６０２～６０６に示すフォーマットは、さまざまなチャネル・モデルにわたって最
適化されうる。さらに、パンクチャされた２５６状態畳み込み符号を備えた直交フェーズ
・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）が、所望のスペクトル効率を達成するために適用され
うる。
【００６４】
　図７は、バイナリ・チャネル・ツリー７００の実施形態を例示する。図７に示す実施形
態では、サブキャリア・セットが利用可能である。トラフィック・チャネルのセットが、
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３２のサブキャリア・セットを用いて定義されうる。おのおののチャネルには、ユニーク
なチャネルＩＤが割り当てられ、おのおのの時間インタバルにおいて、１または複数のサ
ブキャリア・セットにマップされる。例えば、チャネルは、チャネル・ツリー７００にお
いて、おのおののノードのために定義されうる。チャネルは、おのおのの層について、上
から下へ、かつ左から右へ連続的に符番されうる。最上のノードに対応する最大チャネル
には、０であるチャネルＩＤが割り当てられ、３２全てのサブキャリア・セットにマップ
される。最下層１における３２のトラフィック・チャネルは、３１乃至６２のチャネルＩ
Ｄを持ち、ベース・トラフィック・チャネルと呼ばれる。おのおののベース・チャネルは
、１つのサブキャリア・セットにマップされる。ノードおよびノード毎の物理チャネルの
数は、システム設計および用途に基づいて変わりうる。また、動的になりうる。
【００６５】
　図７に示されるツリー構造は、直交体系のためのトラフィック・チャネルの使用におい
てある制限を課す。割り当てられたおのおののチャネルについて、割り当てられたチャネ
ルのサブセット（または子孫）である全てのチャネルと、割り当てられたチャネルがサブ
セットである全てのチャネルが、制限される。２つのチャネルが同時に同じサブキャリア
・セットを使用しないように、制限されたチャネルは、割り当てられたチャネルと同時に
使用されない。
【００６６】
　制御チャネルおよびデータ・チャネルの効率的なスケジューリングを可能にするために
、制御チャネル（例えば、ＯＦＤＭ制御チャネル）のチャネルＩＤがブロードキャストさ
れ、データ・チャネルの割当が、モバイル・デバイスへマルチキャストまたはユニキャス
トされる。したがって、モバイル・デバイスへのデータ割当の一部であるこれらチャネル
ＩＤは、制御チャネル用途としてブロードキャストされ、データのために使用されない。
したがって、制御のために割り当てられた低いノードを含む、ツリー上の高次の論理ノー
ドは、モバイル・デバイスへのデータ割当時に使用され、もって、割当オーバヘッドを節
約し、簡略化の可能性をもたらす。
【００６７】
　例えば、スーパフレーム・プリアンブルには、以下の情報が含まれうる。（ｉ）共通パ
イロット・チャネル、（ｉｉ）システムおよびコンフィグレーション情報を含むブロード
キャスト・チャネル、（ｉｉｉ）タイミングおよび他の情報を獲得するために使用される
獲得パイロット・チャネル、（ｉｖ）他のセクタに関連して、セクタから測定された干渉
を示すインジケーションを含むその他のセクタ干渉チャネル。さらに、ある局面では、ス
ーパフレーム・プリアンブル内のチャネルに関するメッセージが、別のスーパフレームの
複数のスーパフレーム・プリアンブルにまたがる。これは、ある高い優先度のメッセージ
により多くのリソースを割り当てることによって、復号能力を向上するために利用されう
る。
【００６８】
　図８乃至１０に示すように、無線通信環境において制御情報を通信するために、ＯＦＤ
ＭＡ制御チャネルおよびＣＤＭＡ制御チャネルを利用することに関する方法論が例示され
る。説明を単純にする目的のため、これらの方法論は、一連の動作として図示および説明
されるが、これらの方法論は、これら動作の順番によって限定されず、いくつかの動作は
、１または複数の実施形態にしたがって、ここで図示および説明されるものとは異なる順
番で、および／または、他の動作と同時になされうることが理解され認識されるべきであ
る。例えば、当業者であれば、方法論は、その代わりに、例えば状態図のような相互関連
する状態またはいイベントのシリーズとして表されうることを理解し認識するだろう。さ
らに、１または複数の実施形態にしたがって方法論を実現するために、必ずしも全ての動
作が必要とされる訳ではない。
【００６９】
　図８に示すように、制御メッセージを適切な逆方向リンク制御チャネルへ割当てること
を容易にする方法論８００が例示される。８０２において、逆方向リンク制御メッセージ
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（例えば、論理制御チャネル）の周期が判定されうる。制御メッセージが周期的であると
判定されると、方法論８００は８０４に続く。８０４において（例えば、制御メッセージ
が周期的である場合）、制御メッセージはＯＦＤＭＡ制御チャネルへ割り当てられうる。
ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、物理制御チャネルでありうる。８０６において、制御メッセ
ージは、適切なＯＦＤＭＡ制御チャネル・セグメントに割り当てられうる。ＯＦＤＭＡ物
理制御チャネルは、モバイル・デバイスへ割り当てられた２またはそれ以上のタイル、サ
ブキャリアのうちの１または複数のグループ、ＯＦＤＭシンボル・セグメントによる１ま
たは複数のサブキャリア等からの２またはそれ以上のサブ・タイルのうちの１つのサブ・
タイルでありうる。
【００７０】
　８０２において、制御メッセージが非周期的であると判定された場合、方法論は、８０
８に続く。８０８において、制御メッセージが、ＣＤＭＡ制御チャネルへ割り当てられう
る。ＣＤＭＡ制御チャネルは、物理制御チャネルでありうる。例えば、イベント・ドリブ
ンな論理チャネルが、ＣＤＭＡ制御チャネルに割り当てられうる。ＣＤＭＡ制御チャネル
は、１または複数のタイルのうちの何れか、サブキャリアの１または複数のグループ、Ｏ
ＦＤＭシンボル・セグメントによる１または複数のサブキャリア等でありうる。ここでは
、同じ物理リソースで送信するために、複数のモバイル・デバイスが、異なる直交符号、
スクランブリング符号、準直交符号等を用いうる。
【００７１】
　周期性は、基地局から（例えば、動的に、ブロードキャスト送信またはユニキャスト送
信によって、通信セッション・セットアップ中等によって）受信した命令に基づきうる。
さらに、周期性は、送信される制御メッセージのタイプ（例えば、論理チャネルのタイプ
）に基づきうる。これは、基地局からの命令群によって特定されるか、あるいは、チャネ
ル・タイプに応じて演繹的に知られている。
【００７２】
　周期性は、適用する制御チャネルのタイプを決定するための要因となりうるが、他の例
によれば、論理制御チャネルが送信される基地局のアイデンティティが、制御チャネルの
タイプを選択するために考慮されうる。例えば、ＯＦＤＭＡ制御チャネルを使用するかＣ
ＤＭＡ制御チャネルを使用するかを決定するために、論理制御チャネルがサービス提供セ
クタに送られているか、あるいは非サービス提供セクタに送られているかが評価される。
別の例によれば、非サービス提供セクタへの送信は、全ての論理制御チャネル・タイプに
ついて、ＯＦＤＭＡ制御チャネルまたはＣＤＭＡ制御チャネルのうちの１つに限定されう
るが、権利主張された主題は、そのように限定されない。
【００７３】
　図９に示すように、無線通信システムにおいて、逆方向リンクで制御情報を送信するこ
とを容易にする方法論９００が例示される。９０２において、逆方向リンクで通信される
制御情報が生成されうる。この制御情報は、１または複数の論理制御チャネルに関連する
レポートでありえる。さらに、基地局による対応する最低平均レートに応じて定期的なレ
ポートが生成される。９０４において、制御情報を送信するために、物理制御チャネル・
タイプが選択されうる。例えば、物理制御チャネル・タイプは、制御情報に応じて選択さ
れうる。物理制御チャネル・タイプは、例えば、ＯＦＤＭＡ制御チャネルあるいはＣＤＭ
Ａ制御チャネルでありうる。さらに、ＯＦＤＭＡ制御チャネル（例えばＲ－ＯＤＣＣＨセ
グメント）が割り当てられうる。ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、制御情報を送信する送信機
に専用であるか、および／または、ＣＤＭＡ制御チャネルが、この制御情報を送信する送
信機を含む複数の送信機によって共有されうる。さらに、この選択は、制御情報の特性（
例えば、論理制御チャネル・レポートのタイプ）、基地局から受信した命令群、送信が生
じた時間等に基づいて有効とされうる。９０６において、制御情報は、選択された物理制
御チャネルのタイプによって送信されうる。例えば、１または複数の論理制御チャネル・
レポートが、ＯＦＤＭＡ制御チャネルで多重化されうる。
【００７４】
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　例示によれば、制御情報は、論理制御チャネルに関するレポートでありうる。例えば、
レポートは、予め定められた送信スケジュールにしたがって生成されうる。さらに、論理
制御チャネルは、定期的に送信されうる。さらに、ＯＦＤＭＡ制御チャネルは、制御情報
を送信するために、物理制御チャネル・タイプとして選択されうる。他の例によれば、レ
ポートは、イベントが発生すると予め定められたスケジュールを失うようなイベントによ
って生成されうる。それゆえ、論理制御チャネルの送信は、イベントの発生によってトリ
ガされうる。さらに、ＣＤＭＡ制御チャネルは、制御情報を送信するための物理制御チャ
ネルのタイプとして選択されうる。
【００７５】
　図１０に示すように、無線通信システムにおいて、ＯＦＤＭＡ制御チャネルによって制
御データを取得することを容易にする方法論１０００が例示される。１００２において、
１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルを通信するために、ＯＦＤＭＡリ
ソースがモバイル・デバイスへ割り当てられうる。例えば、専用Ｒ－ＯＤＣＣＨセグメン
トがモバイル・デバイスへ割り当てられうる（あるいは、割り当てが解除されうる）。さ
らに、インタレース内のＲ－ＯＤＣＣＨセグメントＩＤ、インタレース・インデクス、Ｒ
－ＯＤＣＣＨ周期およびフェーズ等を指定する割り当てが、モバイル・デバイスへ送られ
うる。さらに、例によれば、１または複数の定期的な、逆方向リンク論理制御チャネルは
、ｒ－ｃｑｉｃｈ、ｒ－ｒｅｑｃｈ、ｒ－ｓｆｃｈ、ｒ－ｂｆｃｈ、ｓｃｗ　ｒ－ｍｑｉ
ｃｈ、ｍｃｗ　ｒ－ｍｑｉｃｈ等を含みうる。１００４において、割り当てられたＯＦＤ
ＭＡリソースで、モバイル・デバイスが、１または複数の定期的な逆方向リンク論理制御
チャネルを送信するための最低平均レートが調整されうる。１００６において、１または
複数の定期的な逆方向リンク論理制御チャネルのうちの少なくともサブセットを含む多重
化データが、割り当てられたＯＦＤＭＡリソースによって受信されうる。さらに、イベン
ト・ドリブンな論理制御チャネルが、ＣＤＭＡ制御チャネルで取得されうる。
【００７６】
　別の例によれば、ＯＦＤＭＡリソースは、逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル（Ｒ－
ＯＤＣＣＨ）セグメントを含みうる。さらに、逆方向リンク・データ・チャネル（Ｒ－Ｄ
ＣＨ）リソースのＲ－ＯＤＣＣＨパンクチャが、有効とされうる。さらに、Ｒ－ＯＤＣＣ
Ｈは、特定の粒度（例えば、１６チャネル等）をもって基地局毎に割り当てられ、割り当
てられたリソース量が、オーバヘッド・チャネルによってシグナルされうる。さらに、Ｒ
－ＯＤＣＣＨセグメントは、レイヤ３（Ｌ３）シグナリングに基づいて割り当てられうる
。さらに、最低平均レートの調整はさらに、最低平均レートによって個々の論理制御チャ
ネルのレートを制御することと、モバイル・デバイスが、異なる論理制御チャネルの多重
化を決定し、ヘッダによってレポート構成を示すことを可能にすることとを含みうる。
【００７７】
　本明細書に記載の１または複数の局面にしたがって、物理制御チャネルのさまざまなタ
イプを用いることに関して推論がなされうることが認識されるだろう。本明細書で使用さ
れるように、用語「推論する」または「推論」は一般に、イベントおよび／またはデータ
によってキャプチャされた観察のセットから、システム、環境、および／またはユーザの
状態を推論または理由付けするプロセスを称する。推論は、例えば、具体的なコンテクス
トまたは動作を特定するために適用されるか、あるいは、状態にわたる確率分布を生成す
ることができる。推論は、確率論的でありうる。すなわち、データおよびイベントを考慮
した興味のある状態にわたる確率分布の計算である。推論はまた、イベントおよび／また
はデータのセットから、より高次レベルのイベントを構築するために適用される技術を称
する。そのような推論によって、観察されたイベントが時間的に相関していようといまい
と、観察されたイベントおよびデータが１またはいくつかのイベント・リソースから、あ
るいはデータ・リソースから由来していようと、これらイベントおよび／または格納され
たイベント・データのセットから、新たなイベントまたは動作を構築することができる。
【００７８】
　例によれば、上述された１または複数の方法は、論理制御チャネル・レポートを送信す
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るために適用する物理制御チャネルのタイプを選択することに関する推論を行うことを含
む。更なる例によれば、ＯＦＤＭＡ制御チャネルによって送られた多重化信号にどの論理
制御チャネル・レポートを含めるかを決定することに関する推論がなされる。前述した例
は本質的に例示であって、なされうる推論の数も、そのような推論が、本明細書に記載の
さまざまな実施形態および／または方法とともになされる方法も限定することは意図され
ていないことが認識されるだろう。
【００７９】
　図１１は、無線通信システムにおいてさまざまなタイプの物理制御チャネルを利用する
ことを容易にするモバイル・デバイス１１００の例示である。モバイル・デバイス１１０
０は、例えば、受信アンテナ（図示せず）から信号を受信し、受信信号に一般的な動作（
例えば、フィルタ、増幅、ダウンコンバート等）を実行し、調整された信号をデジタル化
してサンプルを得る受信機１１０２を備える。受信機１１０２は例えば、ＭＭＳＥ受信機
であり、受信シンボルを復調し、それらをチャネル推定のためにプロセッサ１１０６へ提
供する復調器１１０４を備えうる。プロセッサ１１０６は、受信機１１０２によって受信
された情報を分析したり、および／または、送信機１１１６による送信のための情報を生
成することに特化されたプロセッサであるか、モバイル・デバイス１１００の１または複
数の構成要素を制御するプロセッサであるか、および／または、受信機１１０２によって
受信された情報の分析と、送信機１１１６による送信のための情報の生成と、モバイル・
デバイス１１００の１または複数の構成要素の制御との全てを行うプロセッサでありうる
。
【００８０】
　モバイル・デバイス１１００はさらに、メモリ１１０８を備えうる。メモリ１１０８は
、プロセッサ１１０６に動作可能に接続されており、送信されるデータ、受信されたデー
タ、分析されたパイロットに関連するデータ、および、論理制御チャネル・レポートを生
成するためのその他任意の適切な情報を格納することができる。メモリ１１０８はさらに
、生成された論理制御チャネル・レポートを通信するための物理制御チャネル（例えば、
ＯＦＤＭＡ、ＣＤＭＡ等）のタイプを特定することに関連するアルゴリズムおよび／また
はプロトコルを格納しうる。
【００８１】
　本明細書に記載のデータ・ストア（例えば、メモリ１１０８）は、揮発性メモリまたは
不揮発性メモリであるか、あるいは、揮発性メモリと不揮発性メモリとの両方を含みうる
ことが認識されるだろう。限定ではなく、例示によって、不揮発性メモリは、読取専用メ
モリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電子的プログラマブルＲＯＭ（Ｅ
ＰＲＯＭ）、電子的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュ・メモリを含
みうる。揮発性メモリは、外部キャッシュ・メモリとして動作するランダム・アクセス・
メモリ（ＲＡＭ）を含みうる。限定ではなく、例示によって、ＲＡＭは、例えばシンクロ
ナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡＭ（Ｓ
ＤＲＡＭ）、ダブル・データ・レートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲＳＤＲＡＭ）、エンハンストＳ
ＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、ダイレクトＲａｍ
ｂｕｓ　ＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような多くの形式で利用可能である。主題となるシステ
ムおよび方法のメモリ１１０８は、限定される訳ではないが、これらおよびその他任意の
適切なタイプのメモリを備えることが意図される。
【００８２】
　受信機１１０２はまた、さまざまな論理制御チャネル・レポートを生成するために受信
機１１０２によって取得された信号を利用することができるレポート・ジェネレータ１１
１０と動作可能に接続されている。例えば、レポート・ジェネレータ１１１０は、定期的
なレポートおよび／またはイベント・ドリブン・レポートを生成することができる。さら
に、定期的なレポートは、（例えば、基地局から）受信機１１０２によって取得される少
なくとも最低平均周期で生成されうる。さらに、制御チャネル・セレクタ１１１２は、レ
ポート・ジェネレータ１１１０によって生成されたレポートを通信するための物理制御チ
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ャネル・タイプを特定することができる。例えば、レポートは、ＯＦＤＭＡ制御チャネル
あるいはＣＤＭＡ制御チャネルを経由して送ることができる。制御チャネル・セレクタ１
１１２は、レポートのタイプ（例えば、論理制御チャネルの特性）、受信した指示、要求
のレイテンシ等に応じて、物理制御チャネルのタイプを選択することができる。モバイル
・デバイス１１００はさらに、変調器１１１４と、例えば基地局、他のモバイル・デバイ
ス等へ信号を送信する送信機１１１６とを備えうる。プロセッサ１１０６と個別に示され
ているものの、レポート・ジェネレータ１１１０、制御チャネル・セレクタ１１１２、お
よび／または、変調器１１１４は、プロセッサ１１０６または多くのプロセッサ（図示せ
ず）の一部でありうることが認識されるべきである。
【００８３】
　図１２は、無線通信環境において、ＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースをモバイル・デ
バイスへ割り当てることを容易にするシステム１２００の例示である。システム１２００
は、複数の受信アンテナ１２０６を介して１または複数のモバイル・デバイス１２０４か
ら信号を受信する受信機１２１０と、送信アンテナ１２０８を介して１または複数のモバ
イル・デバイス１２０４へ信号を送信する送信機１２２４とを備える基地局１２０２（例
えば、アクセス・ポイント等）を備える。受信機１２１０は、受信アンテナ１２０６から
情報を受信し、受信した情報を復調する復調器１２１２と動作可能に関連している。復調
されたシンボルは、プロセッサ１２１４によって分析される。このプロセッサは、図１１
に関して上述したプロセッサと類似しており、パイロットを生成することに関連する情報
と、モバイル・デバイス１２０４（あるいは、（図示しない）別の基地局）との間で送受
信されるデータと、および／または、本明細書に記載のさまざまな動作および機能を実行
することに関連するその他任意の適切な情報とを格納するメモリ１２１６に接続されてい
る。プロセッサ１２１４はさらに、モバイル・デバイス１２０４へ通信される割当メッセ
ージを生成するリソース・アサイナ１２１８に接続されている。リソース・アサイナ１２
１８は例えば、本明細書に記載したようなＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースを割り当て
るか、および／または、予約されたＯＦＤＭＡ制御チャネル・リソースの割り当てを解除
する。
【００８４】
　リソース・アサイナ１２１８は、さまざまなレポート（例えば、論理制御チャネル・レ
ポート）が、モバイル・デバイス１２０４から基地局１２０２へ通信される最低平均レー
トを制御するレポート・レギュレータ１２２０と動作可能に接続されうる。レポート・レ
ギュレータ１２２０はさらに、変調器１２２２に接続されうる（例えば、リソース割当お
よび／または最低平均レート関連データが、変調器１２２２に提供されうる）。変調器１
２２２は、送信機１２２６によってアンテナ１２０８を介してモバイル・デバイス１２０
４へ送られる送信のための最低平均レート関連データおよび／または割り当てを多重化す
ることができる。プロセッサ１２１４と個別に示されているが、リソース・アサイナ１２
１８、レポート・レギュレータ１２２０、および／または、変調器１２２２は、プロセッ
サ１２１４あるいは多くのプロセッサ（図示せず）の一部でありうることが認識されるべ
きである。
【００８５】
　図１３は、無線通信システム１３００の一例を示す。無線通信システム１３００は、簡
略目的のために、１つの基地局１３１０と１つのモバイル・デバイス１３５０とを示して
いる。しかしながら、システム１３００は、１より多い基地局、および／または、１より
多いモバイル・デバイスを含むことができ、これら更なる基地局および／またはモバイル
・デバイスは、後述する例である基地局１３１０およびモバイル・デバイス１３５０と実
質的に類似しているか、あるいは異なっていることが認識されるべきである。さらに、基
地局１３１０および／またはモバイル・デバイス１３５０は、その間の無線通信を容易に
するために、本明細書に記載のシステム（図１－２、図１１－１２、および図１４－１５
）、および／または方法（図８－１０）を提供できることが認識されるべきである。
【００８６】
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　基地局１３１０では、データ・ソース１３１２から送信（ＴＸ）データ・プロセッサ１
３１４へ多くのデータ・ストリームのためのトラフィック・データが提供される。例によ
れば、おのおののデータ・ストリームは、それぞれのアンテナによって送信されうる。Ｔ
Ｘデータ・プロセッサ１３１４は、このトラフィック・データ・ストリームをフォーマッ
トし、符号化されたデータを提供するために、そのデータ・ストリームのために選択され
た特定の符号化スキームに基づいて符号化し、インタリーブする。
【００８７】
　おのおののデータ・ストリームのための符号化されたデータは、直交周波数分割多重化
（ＯＦＤＭ）技術を用いて、パイロット・データとともに多重化されうる。さらにまたは
その代わりに、パイロット・シンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（
ＴＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ）されうる。パイロット・データは、一般に、
周知の手法で処理された周知のデータ・パターンであり、チャネル応答を推定するために
モバイル・デバイス１３５０において使用されうる。おのおののデータ・ストリームの多
重化されたパイロットおよび符号化されたデータは、変調シンボルを提供するためにデー
タ・ストリームのために選択された特定の変調スキーム（例えば、バイナリ・フェーズ・
シフト・キーイング（ＢＰＳＫ）、直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ
フェーズ・シフト・キーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）等）に基
づいて変調（例えば、シンボル・マップ）されうる。おのおののデータ・ストリームのデ
ータ・レート、符号化、および変調は、プロセッサによる実行によって、あるいはプロセ
ッサによって提供される命令によって決定されうる。
【００８８】
　データ・ストリームの変調シンボルは、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０へ提供され
うる。このプロセッサはさらに、（例えば、ＯＦＤＭのため）変調シンボルを処理しうる
。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０はその後、ＮＴ個の変調シンボル・ストリームを、
ＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）１３２２ａ乃至１３２２ｔに提供する。さまざまな実施形態
において、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０は、ビームフォーミング重みを、データ・
ストリームのシンボルと、このシンボルが送信されるアンテナへ適用する。
【００８９】
　おのおのの送信機１３２２は、それぞれのシンボル・ストリームを受信して、処理し、
１または複数のアナログ信号を提供する。さらに、このアナログ信号を調整（例えば、増
幅、フィルタ、およびアップコンバート）し、ＭＩＭＯチャネルによる送信に適切な変調
信号を提供する。さらに、送信機１３２２ａ乃至１３２２ｔからのＮＴ個の変調信号は、
ＮＴ個のアンテナ１３２４ａ乃至１３２４ｔからそれぞれ送信される。
【００９０】
　モバイル・デバイス１３５０では、送信された変調信号が、ＮＲ個のアンテナ１３５２
ａ乃至１３５２ｒによって受信され、おのおののアンテナ１３５２からの受信信号が、そ
れぞれの受信機（ＲＣＶＲ）１３５４ａ乃至１３５４ｒへ提供される。おのおのの受信機
１３５４は、それぞれの信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、およびダウンコンバート
）し、調整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらに、このサンプルを処理
して、対応する「受信された」シンボル・ストリームを提供する。
【００９１】
　ＲＸデータ・プロセッサ１３６０は、ＮＲ個の受信機１３５４からシンボル・ストリー
ムを受信し、受信したＮＲ個のシンボル・ストリームを、特定の受信機処理技術に基づい
て処理して、ＮＴ個の「検出された」シンボル・ストリームを提供する。ＲＸデータ・プ
ロセッサ１３６０は、検出されたおのおののシンボル・ストリームを復調し、デインタリ
ーブし、復号して、そのデータ・ストリームのトラフィック・データを復元する。ＲＸデ
ータ・プロセッサ１３６０による処理は、基地局１３１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ１３２０およびＴＸデータ・プロセッサ１３１４によって実行されるものと相補的で
ある。
【００９２】
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　プロセッサ１３７０は、上述したように、利用可能などの技術を利用するのかを定期的
に判定する。さらに、プロセッサ１３７０は、行列インデクス部分とランク値部分とを備
える逆方向リンク・メッセージを定式化することができる。
【００９３】
　逆方向リンク・メッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータ・ストリー
ムに関するさまざまなタイプの情報を備えうる。逆方向リンク・メッセージは、ＴＸデー
タ・プロセッサ１３３８によって処理されうる。このプロセッサは、変調器１３８０によ
って変調され、送信機１３５４ａ乃至１３５４ｒによって調整され、基地局１３１０へ送
り戻されるデータ・ソース１３３６からの多くのデータ・ストリームのためのトラフィッ
ク・データを受信する。
【００９４】
　基地局１３１０では、モバイル・デバイス１３５０からの変調信号が、アンテナ１３２
４によって受信され、受信機１３２２によって調整され、復調器１３４０によって復調さ
れ、ＲＸデータ・プロセッサ１３４２によって処理されて、モバイル・デバイス１３５０
によって送信された逆方向リンク・メッセージが抽出される。さらに、プロセッサ１３３
０は、ビームフォーミング重みを決定するためにどのプリコーディング・マトリクスを使
用するかを決定するために、この抽出されたメッセージを処理する。
【００９５】
　プロセッサ１３３０およびプロセッサ１３７０は、基地局１３１０およびモバイル・デ
バイス１３５０それぞれにおける動作を指示（例えば、制御、調整、管理等）することが
できる。それぞれのプロセッサ１３３０およびプロセッサ１３７０は、プログラム・コー
ドおよびデータを格納するメモリ１３３２およびメモリ１３７２に関連付けられうる。プ
ロセッサ１３３０およびプロセッサ１３７０はまた、アップリンクおよびダウンリンクそ
れぞれのための周波数およびインパルス応答推定を導出するための計算を実行することが
できる。
【００９６】
　本明細書に記載の実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドル
ウェア、マイクロコード、またはこれら任意の組み合わせで実現されうることが理解され
るべきである。ハードウェアで実現する場合、処理ユニットは、１または複数の特定用途
向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス
（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理回路（ＰＬＤ）、フィールド・プログラマブル・ゲー
ト・アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、マイク
ロプロセッサ、本明細書に記載の機能を実行するように設計されたその他の電子ユニット
、あるいは、それらの組み合わせで実現されうる。
【００９７】
　実施形態が、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアあるいはマイクロコード、
プログラム・コードまたはコード・セグメントで実現される場合、例えばストレージ要素
のような機械読取可能媒体内に格納されうる。コード・セグメントは、手順、関数、サブ
プログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェア・パッケ
ージ、クラス、あるいは命令群やデータ構造やプログラム文の任意の組み合わせを示すこ
とができる。コード・セグメントは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモリ・
コンテンツを授受することによって、他のコード・セグメントまたはハードウェア回路に
接続されうる。情報、引数、パラメータ、データ等は、メモリ共有、メッセージ引渡し、
トークン引渡し、ネットワーク送信等を含む任意の適切な手段を用いて引き渡し、転送、
または送信されうる。
【００９８】
　ソフトウェアによって実現する場合、本明細書に記載の技術は、本明細書に記載の機能
を実行するモジュール（例えば、手順、関数等）を用いて実現されうる。ソフトウェア・
コードは、メモリ・ユニット内に格納され、プロセッサによって実行されうる。メモリ・
ユニットは、プロセッサ内部またはプロセッサ外部に実装される。プロセッサ外部に実装
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されうる。
【００９９】
　図１４に示すように、無線通信環境において逆方向リンクで制御情報を通信することを
可能にするシステム１４００が例示される。例えば、システム１４００は、モバイル・デ
バイス内に少なくとも部分的に存在することができる。システム１４００は、プロセッサ
、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実現さ
れる機能を表す機能ブロックでありうる機能ブロックを含んで示されることが認識される
べきである。システム１４００は、関連して動作する電子構成要素の論理グループ１４０
２を含む。例えば、論理グループ１４０２は、逆方向リンク論理制御チャネルに関連する
制御メッセージを生成する電子構成要素１４０４を含みうる。さらに、論理グループ１４
０２は、制御メッセージを送信するための物理制御メッセージを選択する電子構成要素１
４０６を備えうる。例えば、物理制御チャネル・タイプの選択は、制御メッセージに応じ
てなされうる。さらに、論理グループ１４０２は、選択された物理制御チャネル・タイプ
によって制御メッセージを送信する電子構成要素１４０８を含みうる。例えば、この情報
は、おのおののパイロットに関連付けられたＰＤＲに含まれうる。さらに、システム１４
００は、電子構成要素１４０４、１４０６、１４０８に関連する機能を実行するための命
令群を保持するメモリ１４１０を含みうる。メモリ１４１０の外部にあるものとして示さ
れているが、電子構成要素１４０４、１４０６、１４０８のうちの１または複数は、メモ
リ１４１０内に存在しうる。
【０１００】
　図１５に示すように、無線通信環境において逆方向リンクＯＦＤＭＡ制御チャネル・リ
ソースを可能にするシステム１５００が例示されている。システム１５００は、例えば、
基地局内に少なくとも部分的に存在しうる。図示するように、システム１５００は、プロ
セッサ、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって
実現される機能を表す機能ブロックを含む。システム１５００は、関連して動作する電子
構成要素の論理グループ１５０２を含む。論理グループ１５０２は、専用リソースをモバ
イル・デバイスへ割り当てる電子構成要素１５０４を含みうる。例えば、専用リソースは
、ＯＦＤＭＡ制御チャネル・セグメントでありうる。さらに、論理グループ１５０２は、
１または複数の逆方向リンク論理制御チャネルに関連する制御情報をレポートするための
最低平均レートを規定する電子構成要素１５０６を含みうる。さらに、論理グループ１５
０２は、１または複数の逆方向リンク論理制御チャネルの少なくともサブセットに関連す
る制御情報を含む多重化データを、割り当てられた専用リソースによって取得する電子構
成要素１５０８を含みうる。さらに、システム１５００は、電子構成要素１５０４、１５
０６、１５０８に関連する機能を実行するための命令群を保持するメモリ１５１０を含み
うる。メモリ１５１０の外部にあると示されているが、電子構成要素１５０４、１５０６
、１５０８は、メモリ１５１０内に存在しうることが理解されるべきである。
【０１０１】
　上述したものは、１または複数の実施形態の一例を含んでいる。もちろん、前述した実
施形態を記述する目的で、構成要素または方法論の考えられる全ての組み合わせを述べる
ことは可能ではないが、当業者であれば、さまざまな実施形態のさらなる組み合わせおよ
び置き換えが可能であることを認識することができる。したがって、記述された実施形態
は、特許請求された精神および範囲内にあるそのような全ての変形、修正、および変更を
含むことが意図されている。さらに、用語「含む」（"includes"）が、詳細説明または特
許請求の範囲の何れかで使用されている限り、その用語は、用語「備える」（"comprisin
g"）が、特許請求の範囲において遷移語として使用されている場合に解釈されるように、
用語「備える」と同様に包括的であることが意図されている。
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